
高
等
学
校

国
語
（
国
語
総
合

古
典
）

漢
詩
の
学
習

（
基
礎
編
）

古
典
の
学
習
の
中
で
、
漢
文
の
単
元
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
漢
詩
の
学
習
を

行
い
ま
す
。
漢
詩
は
古
来
日
本
人
の
思
考

や
思
想
に
影
響
を
与
え
、
日
本
文
化
の
形

成
に
も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
日
は
、
漢
詩
を
読
み
味
わ

い
、
自
己
と
の
対
話
に
活
用
す
る
た
め
に
、

漢
詩
の
き
ま
り
等
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ

う
。本

編
は
、
漢
詩
の
基
礎
知
識
の
学
習
の

後
に
、
学
習
内
容
の
確
認
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
漢
文
の
訓
読
に
関
す
る
学
習
が

ま
だ
の
人
で
も
、
学
習
で
き
る
よ
う
に
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
早
速
漢
詩
の
世
界
を
覗
い
て
み

ま
し
ょ
う
！
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高
等
学
校

国
語
（
国
語
総
合

古
典
）

漢
詩
の
学
習

（
基
礎
編
）

〇
漢
詩…

一
般
に
唐
の
時
代(
六
一
八
～

九
〇
七
年)

の
詩
（
唐
詩
）
を
さ
す
。

〇
唐
の
四
時
期
と
主
な
詩
人

・
初
唐…

王
勃(

お
う
ぼ
つ)

、
楊
炯(
よ

う
け
い)

、
駱
賓
王(

ら
く
ひ
ん
の

う)

な
ど

・
盛
唐…

李
白(

り
は
く)

、
杜
甫(

と
ほ

)

、
王
維(

お
う
い)

、
孟
浩
然(

も

う
こ
う
ね
ん)

な
ど

・
中
唐…

白
居
易(

は
っ
き
ょ
い
＝
白
楽

天(

は
く
ら
く
て
ん)

)

、
韓
愈(

か

ん
ゆ)

、
柳
宗
元(

り
ゅ
う
そ
う
げ

ん)

な
ど

・
晩
唐…

杜
牧(

と
ぼ
く)

、
李
商
隠(

り

し
ょ
う
い
ん)

な
ど
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〇
唐
の
各
時
期
の
詩

ま
ず
は
、
漢
詩
の
例
と
し
て
四
つ
紹
介
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
の
違
い
に
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。

①
初
唐易

水
送
別駱

賓
王

（
書
き
下
し
文
）

此
地
別
燕
丹

（
此
の
地
燕
丹
に
別
る
）

壮
士
髪
衝
冠

（
壮
士
髪
冠
を
衝
く
）

昔
時
人
已
没

（
昔
時
人
已
に
没
し
）

今
日
水
猶
寒

（
今
日
水
猶
寒
し
）

【
現
代
語
訳
】

（
君
を
見
送
る
）
こ
の
易
水
の
地
こ
そ
、
か
つ
て

刺
客
の
荊
軻
が
燕
の
太
子
丹
と
別
れ
た
と
こ
ろ
だ
。

そ
の
と
き
忠
臣
荊
軻
の
髪
は
い
き
ど
お
り
の
あ
ま
り

冠
を
つ
き
あ
げ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
（
あ
れ
か
ら
も

う
八
、
九
百
年
）
。

そ
の
当
時
の
人
々
は
没
し
去
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

易
水
の
水
は
今
も
な
お
、
昔
の
ま
ま
に
寒
寒
と
流
れ

て
い
る
の
み
で
あ
る
。
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〇
唐
の
各
時
期
の
詩

②
盛
唐

春
望

杜
甫

（
書
き
下
し
文
）

國
破
山
河
在

(
國
破
れ
て
山
河
在
り)

城
春
草
木
深

(
城
春
に
し
て
草
木
深
し)

感
時
花
濺
涙

(

時
に
感
じ
て
は

花
に
も
涙
を
濺
ぎ
）

恨
別
鳥
驚
心

(

別
れ
を
恨
ん
で
は

鳥
に
も
心
を
動
か
す)

烽
火
連
三
月

(

烽
火
三
月
に
連
な
り)

家
書
抵
萬
金

(

家
書
萬
金
抵
る)

白
頭
搔
更
短

(

白
頭
搔
け
ば
更
に
短
く)

渾
欲
不
勝
簪

(

渾
て
簪
に
勝
え
ざ
ら
ん

と
欲
す
）

【
現
代
語
訳
】

戦
乱
に
よ
っ
て
都
長
安
は
破
壊
し
つ
く
さ
れ
た
が
、

山
や
河
な
ど
自
然
は
依
然
と
し
て
変
わ
ら
ず
、

町
は
春
を
迎
え
て
草
木
が
生
い
茂
っ
て
い
る
。

時
世
を
思
う
と
美
し
い
花
を
見
て
も
涙
が
あ
ふ
れ
、

家
族
と
の
別
れ
を
辛
さ
に
美
し
い
鳥
の
鳴
き
声
を
聞

い
て
も
は
っ
と
し
て
心
が
痛
む
。

戦
い
の
の
ろ
し
は
三
か
月
も
の
長
き
間
掲
げ
ら
れ
、

家
族
か
ら
の
音
信
は
途
絶
え
て
稀
に
来
る
便
り
は
万

金
に
も
値
す
る
ほ
ど
貴
重
に
思
え
る
。

す
っ
か
り
白
く
な
っ
た
頭
を
搔
く
と
毛
が
ど
ん
ど
ん

抜
け
て
ま
す
ま
す
薄
く
な
り
、

冠
を
止
め
る
か
ん
ざ
し
も
差
す
こ
と
が
で
き
な
い
ほ

ど
だ
。
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〇
唐
の
各
時
期
の
詩

③
中
唐

對
月
憶
元
九白

居
易

（
書
き
下
し
文
）

銀
臺
金
闕
夕
沈
沈

（
銀
臺
金
闕

夕
沈
沈
）

獨
宿
相
思
在
翰
林

（
獨
り
宿
し
相
思
ふ
て

翰
林
に
在
り
）

三
五
夜
中
新
月
色

（
三
五
夜
中
新
月
の
色
）

二
千
里
外
故
人
心

（
二
千
里
外
故
人
の
心
）

渚
宮
東
面
煙
波
冷

（
渚
宮
の
東
面

煙
波
冷
や
や
か
に
）

浴
殿
西
頭
鐘
漏
深

（
浴
殿
の
西
頭鐘

漏
深
し
）

猶
恐
淸
光
不
同
見

（
猶
恐
る
淸
光
の

同
じ
く
見
ざ
る
を
）

江
陵
卑
濕
足
秋
陰

（
江
陵
は
卑
濕
に
し
て

秋
陰
足
る
）

【
現
代
語
訳
】

こ
こ
宮
中
の
御
殿
も
門
も
ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
て
静
か
に
夜
は

更
け
て
い
く
。

私
は
一
人
、
翰
林
院
に
宿
直
し
て
君
の
こ
と
を
思
っ
て
い
る
。

今
夜
は
十
五
夜
で
、
出
た
ば
か
り
の
満
月
は
澄
み
わ
た
っ
て
い

て
、
こ
の
月
を
眺
め
て
い
る
と

二
千
里
も
遠
く
離
れ
た
旧
友
の
心
が
思
い
や
ら
れ
る
。

君
が
い
る
江
陵
の
渚
の
ほ
と
り
に
あ
る
宮
殿
の
東
側
は
、
た
ち

こ
め
た
も
や
と
池
の
波
が
冷
や
や
か
な
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
こ
宮
中
の
湯
殿
の
西
の
方
か
ら
は
、
時
を
告
げ
る
鐘
と
水
時

計
の
音
が
、
夜
の
深
ま
っ
て
い
く
中
で
聞
こ
え
て
く
る
よ
。

（
こ
の
月
を
見
て
君
も
同
じ
よ
う
に
私
の
こ
と
を
思
っ
て
く
れ

て
い
る
だ
ろ
う
が
、
）
そ
れ
で
も
や
は
り
心
配
な
の
は
、
こ
の

清
ら
か
な
月
の
光
を
、
君
は
私
と
同
じ
よ
う
に
見
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。

江
陵
は
土
地
が
低
く
、
湿
気
も
多
く
て
秋
で
も
曇
り
が
ち
ら
し

い
か
ら
。
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〇
唐
の
各
時
期
の
詩

④
晩
唐

秋
夕

杜
牧

（
書
き
下
し
文
）

銀
燭
秋
光
冷
畫
屏
（
銀
燭
秋
光

畫
屏
冷
や
か
な
り
）

輕
羅
小
扇
撲
流
螢
（
輕
羅
小
扇流

螢
を
撲
つ
）

天
階
夜
色
涼
如
水
（
天
階
の
夜
色

涼
水
の
ご
と
し
）

臥
看
牽
牛
織
女
星
（
臥
し
て
看
る

牽
牛
織
女
の
星
）

【
現
代
語
訳
】

白
銀
色
の
秋
の
夜
の
灯
が
、
彩
り
豊
か
な
絵
屏
風
に

冷
た
く
反
射
し
て
い
る
。

宮
女
が
一
人
、
薄
い
絹
の
団
扇
を
小
さ
く
打
ち
な
が

ら
飛
び
交
う
蛍
と
戯
れ
て
い
る
。

天
上
の
夜
空
の
様
子
は
、
水
の
よ
う
に
涼
し
く
見
え

る
。

あ
の
宮
女
は
寝
な
が
ら
、
牽
牛
星
と
織
姫
星
を
見
つ

め
続
け
て
い
る
な
ぁ
。
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〇
漢
詩
の
形
式

唐
の
時
代
以
降
に
定
ま
っ
た
形
式
で
、

絶
句
と
律
詩
の
二
種
類
が
あ
る
。

①
絶
句

・
四
句
（
四
行
）
で
構
成
さ
れ
る

第
一
句(
起
句)

、
第
二
句(

承
句)

、

第
三
句(
転
句)

、
第
四
句(

結
句)

・
形
式
と
押
韻
（
脚
韻
）

五
言
絶
句
＝
一
句
が
五
文
字

偶
数
句
末
で
韻
を
踏
む

七
言
絶
句
＝
一
句
が
七
文
字

第
一
句
末
と
偶
数
句
末

で
韻
を
踏
む

②
律
詩

・
八
句
（
八
行
）
で
構
成
さ
れ
る

・
二
句
一
組
を
聯
と
呼
ぶ

第
一
・
二
句
＝
首
聯(

し
ゅ
れ
ん)

第
三
・
四
句
＝
頷
聯(

が
ん
れ
ん)

第
五
・
六
句
＝
頸
聯(

け
い
れ
ん)

第
七
・
八
句
＝
尾
聯(

び
れ
ん)

・
対
句
を
つ
く
る

顎
聯(

第
三
・
四
句)

、
頸
聯(

第
五

・
六
句)

は
そ
れ
ぞ
れ
対
句
に
す
る

・
形
式
と
押
韻
（
脚
韻
）

五
言
律
詩
＝
一
句
が
五
文
字

偶
数
句
末
で
韻
を
踏
む

七
言
律
詩
＝
一
句
が
七
文
字

第
一
句
末
と
偶
数
句
末

で
韻
を
踏
む
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〇
五
言
絶
句
の
実
際

・
四
句
（
四
行
）

・
一
句
が
五
文
字

・
偶
数
句
末
で
押
韻

靜

夜

思

李

白

牀

前

看

月

光

疑

是

地

上

霜

擧

頭

望

山

月

低

頭

思

故

郷

言

五
言

句
押
韻

（
脚
韻
）

ソ
ウ

ゴ
ウ

起
句

承
句

転
句

結
句
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〇
七
言
絶
句
の
実
際

・
四
句
（
四
行
）

・
一
句
が
七
文
字

・
第
一
句
末
と
偶
数
句
末
で
押
韻

春
夜
聞
笛

李

白

誰
家
玉
笛
暗
飛
聲

散
入
春
風
滿
洛
城

此
夜
曲
中
聞
折
柳

何
人
不
起
故
園
情

起
句

承
句

転
句

結
句

言

七
言

句
押
韻

（
脚
韻
）

セ
イ

セ
イ

セ
イ
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〇
五
言
律
詩
の
実
際

・
八
句
（
八
行
）

・
一
句
が
五
文
字

・
頷
聯(
第
三
・
四
句)

、
頸
聯(

第
五
・

六
句)

は
そ
れ
ぞ
れ
対
句

・
偶
数
句
末
で
押
韻

月

夜

杜

甫

今

夜

鄜

州

月

閨

中

只

獨

看

遙

憐

小

兒

女

未

解

憶

長

安

香

霧

雲

鬟

濕

淸

輝

玉

臂

寒

何

時

倚

虛

幌

雙

照

淚

痕

乾

言

五
言

句

押
韻

（
脚
韻
）

カ
ン

ア
ン

カ
ン

カ
ン

首
聯

頷
聯

頸
聯

尾
聯

対
句

対
句



〇
七
言
律
詩
の
実
際

・
八
句
（
八
行
）

・
一
句
が
七
文
字

・
頷
聯(
第
三
・
四
句)

、
頸
聯(

第
五
・

六
句)

は
そ
れ
ぞ
れ
対
句

・
第
一
句
末
と
偶
数
句
末
で
押
韻

登

高

杜

甫

風
急
天
高
猿
嘯
哀

渚
清
沙
白
鳥
飛
廻

無
邊
落
木
蕭
蕭
下

不
盡
長
江
滾
滾
來

萬
里
悲
秋
常
作
客

百
年
多
病
獨
登
臺

艱
難
苦
恨
繁
霜
鬢

潦
倒
新
停
濁
酒
杯

言

五
言

句

押
韻

（
脚
韻
）

ア
イ

カ
イ

ラ
イ

ダ
イ

ハ
イ

首
聯

頷
聯

頸
聯

尾
聯

対
句

対
句
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そ
れ
で
は
、
最
初
に
紹
介
し
た
四
つ
の
詩

に
つ
い
て
、
漢
詩
の
形
式
、
押
韻
、
対
句

（
律
詩
の
場
合
）
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
初
唐

易

水

送

別

駱
賓
王

此

地

別

燕

丹

壮

士

髪

衝

冠

昔

時

人

已

没

今

日

水

猶

寒
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②
盛
唐

春

望

杜

甫

國

破

山

河

在

城

春

草

木

深

感

時

花

濺

涙

恨

別

鳥

驚

心

烽

火

連

三

月

家

書

抵

萬

金

白

頭

搔

更

短

渾

欲

不

勝

簪
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③
中
唐

對
月
憶
元
九

白
居
易

銀

臺

金

闕

夕

沈

沈

獨

宿

相

思

在

翰

林

三

五

夜

中

新

月

色

二

千

里

外

故

人

心

渚

宮

東

面

煙

波

冷

浴

殿

西

頭

鐘

漏

深

猶

恐

淸

光

不

同

見

江

陵

卑

濕

足

秋

陰
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④
晩
唐

秋

夕

杜

牧

銀

燭

秋

光

冷

畫

屏

輕

羅

小

扇

撲

流

螢

天

階

夜

色

涼

如

水

臥

看

牽

牛

織

女

星
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<
確
認>

①
初
唐

易
水
送
別

駱
賓
王

此
地
別
燕
丹

壮
士
髪
衝
冠

昔
時
人
已
没

今
日
水
猶
寒

※

形
式…

五
言
絶
句(

一
句
五
文
字×

四
句)

※

押
韻…

冠
・
寒(

カ
ン
・
カ
ン)

（
こ
の
詩
で
は
第
一
句
の
「
丹
」
も
）

②
盛
唐

春
望

杜

甫

國
破
山
河
在

城
春
草
木
深

感
時
花
濺
涙

恨
別
鳥
驚
心

烽
火
連
三
月

家
書
抵
萬
金

白
頭
搔
更
短

渾
欲
不
勝
簪

※

形
式…

五
言
律
詩(

一
句
五
文
字×

八
句)

※

押
韻…

深
・
心
・
金
・
簪(

シ
ン
・
シ
ン
・

キ
ン
・
シ
ン)

※

対
句…

第
三
句
と
第
四
句(

頷
聯)

第
五
句
と
第
六
句(

頸
聯)
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<
確
認>

③
中
唐

對
月
憶
元
九

白
居
易

銀
臺
金
闕
夕
沈
沈

獨
宿
相
思
在
翰
林

三
五
夜
中
新
月
色

二
千
里
外
故
人
心

渚
宮
東
面
煙
波
冷

浴
殿
西
頭
鐘
漏
深

猶
恐
淸
光
不
同
見

江
陵
卑
濕
足
秋
陰

※

形
式…

七
言
律
詩(

一
句
七
文
字×
八
句)

※

押
韻…

沈
・
林
・
心
・
深
・
陰(

チ
ン
・

リ
ン
・
シ
ン
・
キ
シ
・
イ
ン)

※

対
句…

第
三
句
と
第
四
句(

頷
聯)

第
五
句
と
第
六
句(

頸
聯)

④
晩
唐

秋
夕

杜
牧

銀
燭
秋
光
冷
畫
屏

輕
羅
小
扇
撲
流
螢

天
階
夜
色
涼
如
水

臥
看
牽
牛
織
女
星

※

形
式…

七
言
絶
句(

一
句
七
文
字×

四
句)

※

押
韻…

屏
・
螢
・
星(

ヘ
イ
・
ケ
イ
・

セ
イ)
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高
等
学
校

国
語
（
国
語
総
合

古
典
）

漢
詩
の
学
習

（
基
礎
編
）

以
上
で
、
漢
詩
の
き
ま
り
等
、
基
礎
知

識
の
学
習
を
終
わ
り
ま
す
。
同
様
の
こ
と

を
、
教
科
書
等
で
漢
詩
を
探
し
て
、
復
習

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
頁
か
ら
、
漢
文
の
訓
読
に
つ

い
て
学
習
し
て
い
る
人
向
け
の
、
漢
詩
の

書
き
下
し
等
の
学
習
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
可
能
な
人
は
、
続
け
て

ど
う
ぞ
。
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<

訓
読
し
よ
う>

次
の
漢
詩
を
書
き
下
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①

易

水

送

別

駱
賓
王

此

地

別

燕

丹

壮

士

髪

衝

冠

昔

時

人

已

没

今

日

水

猶

寒

ノ

ニ

ル二

一ヲ

クニ

シ

ホ

シ

レ
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②

春

望

杜

甫

國

破

山

河

在

城

春

草

木

深

感

時

花

濺

涙

恨

別

鳥

驚

心

烽

火

連

三

月

家

書

抵

萬

金

白

頭

搔

更

短

渾

欲

不

勝

簪

レ
テ

リ

ニ
シ
テ

シ

レ
ジ
テ
ハ

ニ

ニ
モ

ヲ

ギレ

ニ
モ

レ
ヲ

一

カ
ス

ヲ

レ

レ

ナ
リ

ニ

二

一

ル

ニ

二
ケ
バ

ニ

ク

テ

ス

ラ
ン
ト

ヘ

ニ

レ

レ

レ

ン
デ
ハ
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③

對

月

憶

元

九

白
居
易

銀

臺

金

闕

夕

沈

沈

獨

宿

相

思

在

翰

林

三

五

夜

中

新

月

色

二

千

里

外

故

人

心

渚

宮

東

面

煙

波

冷

浴

殿

西

頭

鐘

漏

深

猶

恐

淸

光

不

同

見

江

陵

卑

濕

足

秋

陰

レ

二

一

二

シ
テ

フ

ヲ

二

一

二 二

一一

リ

シ

ヒ
テ

リ

ノノ

ノ

ヤ
カ
ニ

ノ

シ

ホ

ル

ノ

ジ
ク

ル
ヲ

ハ

ニ
シ
テ

ル

二

ニ
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④

秋

夕

杜

牧

銀

燭

秋

光

冷

畫

屏

輕

羅

小

扇

撲

流

螢

天

階

夜

色

涼

如

水

臥

看

牽

牛

織

女

星

二二

一一

ヤ
カ
ナ
リ

ツ

ヲ

ノ

レ シ

ノ

シ
テ

ル

ノ
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⑤

靜

夜

思

李

白

牀

前

看

月

光

疑

是

地

上

霜

擧

頭

望

山

月

低

頭

思

故

郷

二二二

一一一

レレ

ヲ

ル

フ
ラ
ク
ハ

ゲ
テ

ノ

カ
ト

ヲ

ミ

ヲ

レ
テ

ヲ

フ

ヲ



高等学校 国語（国語総合 古典） 漢詩の学習（基礎編） 24

⑥

春

夜

聞

笛

李

白

誰

家

玉

笛

暗

飛

聲

散

入

春

風

滿

洛

城

此

夜

曲

中

聞

折

柳

何

人

不

起

故

園

情

レ ク

ヲ

レ

二

二二

レ

一一

一

ガ

ノ

カ

ニ

バ
ス

ヲ

ジ
テ

リ
テ

ニ

ツ

ニ

ノ

ク

ヲ

カ

ラ
ン

コ
サ

ノ

ヲ
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⑦

月

夜

杜

甫

今

夜

鄜

州

月

閨

中

只

獨

看

遙

憐

小

兒

女

未

解

憶

長

安

香

霧

雲

鬟

濕

淸

輝

玉

臂

寒

何

時

倚

虛

幌

雙

照

淚

痕

乾

レ

レ

二 二

一一

ノ

ダ

リ

ル
ナ
ラ
ン

カ
ニ

レ
ム

ノ

ダ

セ

ヲ

フ
ヲ

ル
ヲ

ヒカ
ラ
ン

レ
ノ

カ

リ

ニ

ビ

ラ
サ
レ
テ

カ
ン
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⑧

登

高

杜

甫

風

急

天

高

猿

嘯

哀

渚

清

沙

白

鳥

飛

廻

無

邊

落

木

蕭

蕭

下

不

盡

長

江

滾

滾

來

萬

里

悲

秋

常

作

客

百

年

多

病

獨

登

臺

艱

難

苦

恨

繁

霜

鬢

潦

倒

新

停

濁

酒

杯

レ ル

キ
ニ

レ

ニ

ク
シ
テ

シ

ク

ク
シ
テ

ビ

ル

ノ

ト
シ
テ

リ

ﾉ

ト
シ
テ

ル

ニ

レ リ

ト

リ

ル

ニ

ダ

ム

ノ

タ
ニ

ム

ノ
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<
書
き
下
し
文
の
確
認>

①

易
水
送
別

駱
賓
王

此
の
地
燕
丹
に
別
る

壮
士
髪
冠
を
衝
く

昔
時
人
已
に
没
し

今
日
水
猶
ほ
寒
し

え
き
す
い
そ
う
べ
つ

ら
く
ひ
ん
の
う

こ
の
ち

え
ん
た
ん
に
わ
か
る

そ
う
し

は
つ
か
ん
む
り
を
つ
く

せ
き
じ

ひ
と
す
で
に
ぼ
っ
し

こ
ん
に
ち

み
ず
な
ほ
さ
む
し

②

春
望

杜
甫

國
破
れ
て
山
河
在
り

城
春
に
し
て
草
木
深
し

時
に
感
じ
て
は
花
に
も
淚
を
濺
ぎ

別
れ
を
恨
ん
で
は

鳥
に
も
心
を
驚
か
す

烽
火
三
月
に
連
な
り

家
書
萬
金
に
抵
た
る

白
頭
搔
け
ば
更
に
短
く

渾
て
簪
に
勝
へ
ざ
ら
ん
と
欲
す

し
ゅ
ん
ぼ
う

と
ほ

く
に
や
ぶ
れ
て
さ
ん
が
あ
り

し
ろ
は
る
に
し
て
そ
う
も
く
ふ
か
し

と
き
に
か
ん
じ
て
は
は
な
に
も
な
み
だ
を
そ
そ
ぎ

わ
か
れ
を
う
ら
ん
で
は
と
り
に
も
こ
こ
ろ
を
お
ど
ろ
か
す

ほ
う
か

さ
ん
げ
つ
に
つ
ら
な
り

か
し
ょ

ば
ん
き
ん
に
あ
た
る

は
く
と
う
か
け
ば
さ
ら
に
み
じ
か
く

す
べ
て
し
ん
に
た
へ
ざ
ら
ん
と
ほ
っ
す
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<
書
き
下
し
文
の
確
認>

③

月
に
對
し
て
元
九
を
憶
ふ

白
居
易

銀
臺
金
闕
夕
沈
沈

獨
り
宿
し
相
思
ひ
て
翰
林
に
在
り

三
五
夜
中
新
月
の
色

二
千
里
外
故
人
の
心

渚
宮
の
東
面
煙
波
冷
や
か
に

浴
殿
の
西
頭
鐘
漏
深
し

猶
ほ
恐
る
淸
光
の
同
じ
く
見
ざ
る
を

江
陵
は
卑
濕
に
し
て
秋
陰
足
る

つ
き
に
た
い
し
て
げ
ん
き
ゅ
う
を
お
も
ふ

は
く
き
ょ
い

ぎ
ん
だ
い
き
ん
け
つ

ゆ
ふ
べ
ち
ん
ち
ん

ひ
と
り
し
ゅ
く
し
あ
ひ
お
も
ひ
て

か
ん
り
ん
に
あ
り

さ
ん
ご
や
ち
ゅ
う

し
ん
げ
ん
の
い
ろ

に
せ
ん
り
の
が
い

こ
じ
ん
の
こ
こ
ろ

し
ょ
き
ゅ
う
の
と
う
め
ん

え
ん
ぱ
ひ
や
や
か
に

よ
く
で
ん
の
せ
い
と
う

し
ょ
う
ろ
う
ふ
か
し

な
ほ
お
そ
る
せ
い
こ
う
の

お
な
じ
く
み
ざ
る
を

こ
う
り
ょ
う
は
ひ
し
つ
に
し
て

し
ゅ
う
い
ん
た
る

④

秋
夕

杜
牧

銀
燭
秋
光
畫
屏
冷
や
か
な
り

輕
羅
小
扇
流
螢
を
撲
つ

天
階
の
夜
色
涼
水
の
如
し

臥
し
て
看
る
牽
牛
織
女
の
星

し
ゅ
う
せ
き

と
ぼ
く

ぎ
ん
し
ょ
く
し
ゅ
う
こ
う

が
へ
い
ひ
や
や
か
な
り

け
い
ら
し
ょ
う
せ
ん

り
ゅ
う
け
い
を
う
つ

て
ん
か
い
の
や
し
ょ
く

り
ょ
う
す
い
の
ご
と
し

ふ
し
て
み
る

け
ん
ぎ
ゅ
う

し
ゅ
く
じ
ょ
の
ほ
し
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<

書
き
下
し
文
の
確
認>

⑤

靜
夜
思

李
白

牀
前
月
光
を
看
る

疑
ふ
ら
く
は
是
地
上
の
霜
か
と

頭
を
擧
げ
て
山
月
を
望
み

頭
を
低
れ
て
故
郷
を
思
ふ

せ
い
や
し

り
は
く

し
ゃ
う
ぜ
ん
げ
っ
こ
う
を
み
る

ふ
た
が
ふ
ら
く
は
こ
れ
ち
じ
ょ
う
の
し
も
か
と

か
う
べ
を
あ
げ
て
さ
ん
げ
つ
を
の
ぞ
み

か
う
べ
を
た
れ
て
こ
き
ゃ
う
を
お
も
ふ

⑥

春
夜
笛
を
聞
く

李
白

誰
が
家
の
玉
笛
か
暗
に
聲
を
飛
ば
す

散
じ
て
春
風
に
入
り
て
洛
城
に
滿
つ

此
の
夜
曲
中
折
柳
を
聞
く

何
人
か
起
こ
さ
ざ
ら
ん
故
園
の
情
を

し
ゅ
ん
や
ふ
え
を
き
く

り
は
く

た
が
い
へ
の
ぎ
ょ
く
て
き
か
あ
ん
に
こ
ゑ
を
と
ば
す

さ
ん
じ
て
し
ゅ
ん
ぷ
う
に
い
り
て
ら
く
じ
ょ
う
に
み
つ

こ
の
よ
き
ょ
く
ち
ゅ
う

せ
つ
り
ゅ
う
を
き
く

な
ん
び
と
か
お
こ
さ
ざ
ら
ん

こ
え
ん
の
じ
ゃ
う
を
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<

書
き
下
し
文
の
確
認>

⑦

月
夜

杜
甫

今
夜
鄜
州
の
月

閨
中
只
だ
獨
り
看
る
な
ら
ん

遙
か
に
憐
れ
む
小
兒
女
の

未
だ
長
安
を
憶
ふ
を
解
せ
ざ
る
を

香
霧
雲
鬟
濕
ひ

淸
輝
玉
臂
寒
か
ら
ん

何
れ
の
時
か
虛
幌
に
倚
り

雙
び
照
ら
さ
れ
て
淚
痕
乾
か
ん

げ
つ
や

と
ほ

こ
ん
や
ふ
し
ゅ
う
の
つ
き

け
い
ち
ゅ
う
た
だ
ひ
と
り
み
る
な
ら
ん

は
る
か
に
あ
は
れ
む
じ
ょ
う
じ
じ
ょ
の

い
ま
だ
ち
ゃ
う
あ
ん
を
お
も
ふ
を
か
い
せ
ざ
る
を

か
う
む

う
ん
か
ん
う
る
ほ
ひ

せ
い
き

ぎ
ょ
く
ひ
さ
む
か
ら
ん

い
づ
れ
の
と
き
か
き
ょ
こ
う
に
よ
り

な
ら
び
て
ら
さ
れ
て
る
い
こ
ん
か
は
か
ん
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<

書
き
下
し
文
の
確
認>

⑧

高
き
に
登
る

杜
甫

風
急
に
天
高
く
し
て
猿
嘯
哀
し

渚
清
く
沙
白
く
し
て
鳥
飛
び
廻
る

無
邊
の
落
木
蕭
蕭
と
し
て
下
り

不
盡
の
長
江
滾
滾
と
し
て
來
る

萬
里
悲
秋
常
に
客
と
作
り

百
年
多
病
獨
り
臺
に
登
る

艱
難
苦
だ
恨
む
繁
霜
の
鬢

潦
倒
新
た
に
停
む
濁
酒
の
杯

た
か
き
に
の
ぼ
る

と
ほ

か
ぜ
き
ゅ
う
に
て
ん
た
か
く
し
て
え
ん
し
ょ
う
か
な
し

な
ぎ
さ
き
よ
く
す
な
し
ろ
く
し
て
と
り
と
び
め
ぐ
る

む
へ
ん
の
ら
く
ぼ
く
し
ゃ
う
し
ゃ
う
と
し
て
く
だ
り

ふ
じ
ん
の
ち
ゃ
う
か
う
こ
ん
こ
ん
と
し
て
き
た
る

ば
ん
り
ひ
し
ゅ
う
つ
ね
に
か
く
と
な
り

ひ
ゃ
く
ね
ん
た
び
ゃ
う
ひ
と
り
だ
い
に
の
ぼ
る

か
ん
な
ん
は
な
は
だ
う
ら
む
は
ん
そ
う
の
び
ん

り
ゃ
う
た
う
あ
ら
た
に
と
ど
む
だ
く
し
ゅ
の
は
い
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以
上
で
、
漢
詩
を
用
い
た
、
漢
文
の
訓

読
に
つ
い
て
の
学
習
を
終
わ
り
ま
す
。

混
沌
と
し
て
い
る
時
代
に
こ
そ
、
多
く

の
書
を
読
み
、
自
ら
考
え
る
こ
と
を
鍛
え
、

適
切
な
判
断
が
で
き
る
力
を
磨
く
の
に
適

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
も
、
古
典
を
紐
解
く
こ
と
に
価
値
が

あ
り
ま
す
。
不
透
明
で
予
測
不
可
能
な
時

代
に
、
希
望
の
光
を
自
ら
見
出
す
力
を
育

ん
で
く
だ
さ
い
。

高
等
学
校

国
語
（
国
語
総
合

古
典
）

漢
詩
の
学
習

（
基
礎
編
）


